
 

 

 

 

 

 

 

 

 

大運動会へ始動開始 ～結団式～ 

１０月１７日（土）に秋季大運動会を開催します。
それに向け、９月２４日（木）に結団式を行いまし
た。 
運営委員会が、代表委員会で決定した運動会のスロ

ーガン『強気で挑戦し、全力を出し切る大運動会』
を、改めて全校の子どもたちに発表し、「練習の時から
前向きに挑戦し、全力を出せたと思えるような運動会
をつくっていこう」と、力強く呼びかけました。 
式では、運動会を支える４～６年生で構成された

“応援係”“放送係”“審判・得点・出発係”のメンバ
ー紹介もありました。 

 
さて、先週の朝、６年生の教室を覗くと、応援係が

早速集まっていて、どんな応援歌にするか組ごとに相
談しているようで、やる気に満ちた子どもたちの姿が
あります。 
組の子どもたちの心を一つにする応援歌。どのよう

な応援歌ができあがるのか、大変楽しみです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見ている地域の人が笑顔になるように 

～低学年表現練習～ 

大運動会に向けた練習に、子どもたちは日々励んで
います。 
９月２８日（月）1時間目、低学年の表現練習の様

子を見に行きました。聞くところによると、低学年
は、グループ毎に別々の振付で踊る場面があり、その
振付もそれぞれのグループ毎に考えているそうです。
この時間は、グループに分かれて、別々の教室で練習
をしていたのでした。 
あるグループが練習している教室を覗いてみまし

た。すると、子どもたちが、これまで考えた振付を確
認しながら踊り進めています。 
練習途中のきりのよいところで、私は子どもたち

に、「どんな踊りにしたいなあと思っているの？」と尋
ねてみました。すると、「児童会の９・１０月のめあて
【運動会を通して、地域の方々を笑顔にし、元気を与
えよう】のように、自分たちの踊りを見ている地域の
人が笑顔になるように、楽しい踊りにしたい」と答え
ます。 
そこで、私は、「みんなが踊っている様子を動画で撮

影して見てみたら」と声をかけてみました。その教室
にいた先生に踊りの様子を撮影してもらい、「地域の人
が笑顔になるように、楽しい踊りになっているか
な？」と投げかけ、映像を子どもたちと見てみまし
た。 
子どもたちは、自分たちの踊りを真剣な眼差しで見

つめ、映像を見終わった後、「みんなの踊りがそろって
いない」「踊りを覚えられていない」「笑顔で踊ってい
ない」と発言しています。 
自分たちが目指そうとす 
る踊りに、まだまだ近づ 
いていないことに気づい 
たのでした。 
そこから、後半の練習 

は、まず“踊りを覚えて、 
みんなの踊りがばらばら 
にならないようにする” 
ことに焦点をあて、練習 
を続けることにしました。１年生に3年生は「ゆっく
りやってみよう」と声をかけ、2年生は左足を前後に
動かす振付を、目の前でやって見せながら教えてあげ
ています。1年生は上級生からやさしく教えてもらい
ながら、振付を一生懸命まねています。 
しばらく練習して、もう一度自分たちの踊りを撮影

し、見てみることにしました。私が「踊りはそろった
かな？」「踊りは覚えられたかな？」と問うと、「前よ
りもそろった。でもばらばらなところがまだある」「振
付をまだ覚えられていないところがある」と、課題を
見つけた子どもたちでした。 
次回の練習では、その2点を解決しようと練習に励

むそうです。 

北杵築小の伝統に ～「ありがとう」～ 

私は、現在高学年の家庭科に授業に行っています。 
先日、６年生の裁縫の型紙作りで、一人の子に「ご

めんね」と謝ったことがありました。その時、その子
から返ってきた言葉は、“ありがとう”でした。私はそ
のような言葉が返ってくるとは予想しておらず、驚い
て、どうして“ありがとう”というのか尋ねました。
すると、“ごめんね”と言ってくれたので“ありがと
う”と言ったとのこと。このような場面で感謝の気持
ちを表すことができるとは、なんとすばらしいことで
しょうか。 
この“ありがとう”という感謝の言葉。子どもたち

を見ていると、前述の子だけでなく、他の６年生もよ
く口にしています。 
先ほどの子に、「昔からこのように“ありがとう”っ

てよく言っていたの？」と、さらに聞いてみました。 
すると、「そうではありません。去年担任だった河野

誠先生がプリントを配っていた時に、受け取った私た
ちが黙って受け取っていました。それで、誠先生が、
受け取ったら“ありがとう”と言った方が、お互い気
持ちがいいよと話をしてくれて、そこから、みんない
ろんなことに“ありがとう”と言うようになりまし
た」と教えてくれました。 
今は亡き河野誠先生の教えをしっかり心に刻み、６

年生は、ちょっとした出来事でも感謝の気持ちを持
ち、“ありがとう”を伝えられる子に育っています。 
「このすばらしい姿が北杵築小学校の伝統になって

いくよう、みんなの姿を下級生にしっかり見せてくだ
さいね」と６年生全員に伝えると、顔を引き締めてう
なずく６年生。 
またひとつ、子どもたちのすごさを胸に焼きつけま

した。 
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自ら気づき 考え挑戦し、 ともに高め合う  

北杵築っ子の育成  

 

 


